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下多度地区社会福祉協議会 

防災対策部会 

連絡先 小林 57-2325 

コメント：次の南海トラフ地震は規模が大きく、岐阜県の被害想定では、死者
470人（30倍 1944比）、負傷者 13,000人（300倍 1946比）となって

います。自治会が中心となり家内の耐震化を進める必要があります。 

まずは怪我・火災の防止から 

家具転倒・ガラス飛散の防止、感震ﾌﾞﾚｰｶｰ設置 

大地震 あとで泣くより 前備え 
 

南海トラフ大地震に備え 

家内の耐震化 
              を今すぐに実施しましょう 

昭和の南海トラフ地震（岐阜県の被害状況） 
1944年 194６年 岐阜県のホームページより 

岐阜県における被害は、1944，1946共に近隣で発生しています。 

（怪我） （火災） 


